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CableTagAssistの使い方

1. 布設用ラベルデータの作成

1.1 作業開始～マクロ起動

(1) 目的のケーブル布設表ファイルを開きます。

（本マクロは目的の布設用ブックにラベル用シートを追加します）

(2) 布設表ファイルを開いたら、登録してあるマクロボタンをクリックします。

(3) 操作選択ダイアログで、ラベル作成を選択し「Go!」をクリックします。

CableTagAssistはケーブル布設時に仮貼り付けするケーブルラベルをExcelで作成された布設表

から自動的に作成するマクロプログラムです。

提供されるファイルにはOffice2000-2003用および2007以降用がありますが、操作は同じなの

で、ここでは2003画面で説明します。
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CableTagAssistの使い方

1.2 作成対象範囲の設定

(1) 次のダイアログが表示されます。

(2) 作成する範囲の行を選択します。

*注*

範囲をドラッグした後、範囲設定ダイアログ右ボタンをクリックして確定します。

この操作の目的は「行の範囲」をマクロに伝えることなので、「列」はどれを

選択してもOKです。

範囲がダイアログに隠れている場合は、範囲設定ダイアログテキストボックス右のボタンをクリッ

クします。

範囲を確認したら、「OK」をクリッ

クします。
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CableTagAssistの使い方

1.3 通し番号印刷設定

次に通し番号に関するダイアログが表示されます。

元のダイアログに戻るので、「OK」をクリックします。

自動番号付与あるいは布設表番号を使用を選択

します。

布設表使用を選択した場合は、該当する列を選

択してください。（「行」はどこでもOK）

列選択後、ダイアログ右ボタンをクリックします。
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CableTagAssistの使い方

1.4 ケーブル名列選択

(1) 次にケーブル名の列を選択するダイアログが表示されます。

(2) 布設表のケーブル番号の列範囲（一行分のみでOK）を選択します。

(3) ダイアログ右のボタンをクリックして確定します。

(4) 元のダイアログに戻るので、「OK」をクリックします。

表がダイアログに隠れている場合は、テキストボック

ス右のボタンをクリックしてください。
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CableTagAssistの使い方

1.5 発線地記述列選択

(1) 次に発線地の記述列を選択するダイアログが表示されます。

(2) 発線地の記述列範囲（1行でOK）を指定します。（指定方法はケーブル名と同じです）

(3) 元のダイアログで「OK」をクリックして確定。

1.6 端子台記述有無の選択

次に端子台記述の有無を確認するダイアログが表示されます。

布設表の状況にしたがって選択してください。

1.7 発線地端子台記述列選択

(1) 1.6項で「はい」を選択した場合に次のダイアログが表示されます。
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CableTagAssistの使い方

(2)

(3) 元のダイアログで「OK」をクリックして確定。

1.8 着線地記述列選択

(1) 次に着線地の記述列を選択するダイアログが表示されます。

(2)

(3) 元のダイアログで「OK」をクリックして確定。

発線地端子台の記述列範囲（1行でOK）を指定します。

（指定方法はケーブル名と同じです）

着線地の記述列範囲（1行でOK）を指定します。

（指定方法はケーブル名と同じです）
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CableTagAssistの使い方

1.9 着線地端子台記述列選択

(1) 1.6項で「はい」を選択した場合に次のダイアログが表示されます。

(2)

(3) 元のダイアログで「OK」をクリックして確定。

着線地端子台の記述列範囲（1行でOK）を指定します。

（指定方法はケーブル名と同じです）
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CableTagAssistの使い方

1.10 ケーブル種別/サイズ/芯数 列選択

● 1列（1セル）にすべて記述の場合

● 2列（2セル）に分けて記述の場合

A ケーブル種別記述列選択

(1) 次にケーブル種別の記述列を選択するダイアログが表示されます。

(2)

(3) 元のダイアログで「OK」をクリックして確定。

ケーブル種別の記述列範囲（1行でOK）を指定します。

（指定方法はケーブル名と同じです）

ケーブル種別・サイズ・芯数の記述列を順に選択していく手順に移りますが、布設表の構成に

よっては列を分けていない場合もあると思います。その場合は次のようにします。

一つのセルに [ CV 5.5sq × 4C ] のように記入されている場合は、以下の「A ケーブル種

別…」で該当列を選択し、「B ケーブルサイズ…」「C ケーブル芯数…」では表外のデー

ターの無い列を選択します。

 [ CV ]  [ 5.5sq × 4C ] のように2列に分けて記入されている場合は、以下の「A ケーブル

種別…」及び「B ケーブルサイズ…」で該当列を選択し、「C ケーブル芯数…」では表外

のデーターの無い列を選択します。
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CableTagAssistの使い方

B ケーブルサイズ記述列選択

(1) 次にケーブルサイズの記述列を選択するダイアログが表示されます。

(2)

(3) 元のダイアログで「OK」をクリックして確定。

C ケーブル芯数記述列選択

(1) 次にケーブル芯数の記述列を選択するダイアログが表示されます。

(2)

ケーブルサイズの記述列範囲（1行でOK）を指定します。

（指定方法はケーブル名と同じです）

ケーブル芯数の記述列範囲（1行でOK）を指定します。

（指定方法はケーブル名と同じです）

この選択が不要の場合は表外の空白列（関連するすべ

ての行が空白）を指定してください。

この選択が不要の場合は表外の空白列（関連するすべ

ての行が空白）を指定してください。
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CableTagAssistの使い方

(3) 元のダイアログで「OK」をクリックして確定。

1.11 終了ダイアログ

全ての処理が終了すると、追加されたラベル用シートを表示して「処理完了」ダイアログを表

示します。「OK」をクリックして終了してください。
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CableTagAssistの使い方

2. ラベルサイズと印刷位置の調整（設定シート）

(1) 設定シートを表示する

シート「Preferences」が表示されます。

(2) 用紙、プリンターに合わせて設定をおこなう

ワークシート上のコメントや注意書きにしたがって設定変更をおこなってください。

使用するラベルシールに関する設定項目は、概ね次の通りです。

● 面数横 ● 項目幅 ● 内容幅 ● 上下間隔

● 面数縦 ● 内容高さ ● 左右間隔

使用するプリンターに関する設定項目は、概ね次の通りです。

● 上余白 ● 上下間隔

● 下余白 ● 左右間隔

(3) 上書き保存する

設定が終了したら、上書き保存してください。作業が終わればブックを閉じてください。

CableTagAssistは、ラベルサイズやプリンター印刷範囲の制約による微調整を設定用シート

（"Preferences"）でおこないます。

実際の業務で使用する前に、使用するラベルシールに付属しているテストプリント用紙をコ

ピーして何度かテスト・調整をしてください。

マクロを起動（1.1 - (2)参照）したら操作選択ダ

イアログで「オプションの設定」を選択して

「Go!」をクリックします。
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